
白
隠

系

看
話

の

一
管

見

柴

山

全

慶

'

'
近
年
暉
界

に
於
て

「
正
法
眼
藏
」
を
中
心
と
す

る
遣
元
灘
師

の
縄
風
乃
至
思
想

の
研
究
が
、

一
流
行
の
如
き
様
相

を
呈
す

る
と
同
時
に
、、
そ
の
特
異
の
性
格
を
謳
は
る
、
盤
珪
縄
師

の
灘
風
乃
至
思
想
の
研
究
が
、
是
れ
叉
非
常
な

る

熱
意
を
以
て
行
は
れ

つ
、
あ

る
こ
と
ば
、
已
に
人

々
の
周
く
知
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

然

る
に
こ
の
二
亘
匠
の
藤
風
は
、
そ
の
風
格
そ
の
表
現
に
於

て
、
各
を
猫
自
の
境
地
を
示
し
て
ゐ
る
に
も
か
～
は

ら
す
、
ど

こ
か
共
通
と
港
云
ふ
べ
き
特
性
を
も

つ

て

ゐ

る
。

帥
ち
雨
者
の
宗
教
艘
験
の
様
相
が
、
前
者
に
於

て
は

「
只
管
打
坐

櫓
威
蕪
「即
沸
法

。
修
謹
不
一
こ

等
塞
ろ
傳
統
的
表
現

に
立
ち
、
後
者
に
於

て
は

「
親
の
生
み
つ
け
給

ふ

た
不
生
の
佛

心

・
、生
れ

つ
き
の
儘

に
て
心
を
く
ら
ま
さ
ぬ
を
如
來
と
い
ふ

・
只
そ
の
儘
が
翼

の
不
生
也
」
等
徹
底
猫

創
的
表
現

に
依
る
に
も
か

、
は
ら
す
、
内
容
的

に
は

「
全
騰
即
眞
的

又
は
只
淺
凶
」
と
も
云
ふ
べ
く
嘱
明
か
に

「
濁

脱
無
凝
乃
至
大
機
大
用
」
等
の
誘

つ
謄智
用
的
概
念

に
封
立

す
る
内
面
的
性
格
を
も

つ
露
に
、
あ
る
典
通
性
を
示
し
て

居

り
う
從

つ
て
爾
者
共
に
そ
の
修
的
道
糧
に
於

て
看
話
否
定

の
態
度
を
持
し
て
ゐ
る
、

白
懸
系
看
話
の
一
答
【見

(
一
)

1



白
隠
系
看
話

の

鴫
管
見

(
二
)

故

に
こ
れ
ら
爾
輝
師
の
暉
風
研
鐙

の
隆
盛
は
、
自

か
ら
こ
れ
と
封
踪
的
性
格
に
立

つ
自
隠
輝

の
修
的
生
命
た
る
看

話
を
輕
覗
せ
ん
と
す

る
氣
配
の
醸
生
を
思
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。

然
し
、
最
も
特
異

の
存
在
と

せ
ら
る
、
盤
珪
輝

の
傳
統
が
、
猫
且
つ
藪
傳
を
出
す
し
て
断
滅
し
去
つ
た
事
實
は
、

そ
の
修
的

一
面

に
何
等
か
の
欠
陥
を

も
つ
て
ゐ
た
と
見
る

べ
き

で
は
な
か
ら
う
か
。

こ
れ
に
封
し
て
臼
陰
縄
師
の
麗
が
、
今

日
猫

一
縷

の
生
命
を
留
め
得
て
ゐ
る
最
大

の
理
由
は
、
そ
の
修
的
道
程
が

深

い
博

統
に
由
來
す
る
看
話

に
依

る
が
爲
な

る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な

い
と
思

ふ
。

勿
論
看
話
輝
が
、
歴
史
と
共
℃
暗
誼
相
似

の
縄
と
な
り

つ
、
あ
る
實
状
は
全
く
否
定
し
難

い
事
實
で
あ
る
が

(
と

は
云

へ
只
管
打
坐
の
獣
照
灘
が
、
今

日
眞

の
生
命
を
も

つ
か
否

か
は
必
し
も
噺
言
出
來
な

い
と
思

ふ
)
さ
れ
ば

こ
そ

　

き

よ
り

一
層
臼
隠
系
看
話
の
正
し
き
内
容
を
反
省
す
る
こ
ど
は
、
.
同
時
に
暉

の
修
的

一
面

へ
の
反
省
を
意
味
し
ー、
且

つ

傳
統
的
生
命
更
新

へ
の

一
土
壌
を
示
峻
す
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考

へ
る
。

、

.

南
宋

に
於

て
漸
く
老
嚢
の
徴
を
濃
厚

に
し
た
藤
は
極
東
日
本
に
傳

承
せ
ら
れ
、
そ

の
存
績

の
國
土
と
民
族
と
を
新

に
す

る
と
共

に
、
再
び
清
新
な

る
も
の
と
し
て
隆
盛
し
た
。

(
後
鳥
勿
天
皇
建
欠
ご
年

晒

}
酌
軌
{
榮
西
輝
師
が

吾



か
國

に
灘
を
傳

來
せ
ら
れ
し
よ
り

後
村
上
天
皇

正
李
六
年

晒
♪
'
〇三
悪

東
陵
永
瑠
藤
師
が
來
朝

せ
ら
れ
し
に
至
る

臼
六
十
年
間

に
於
け
る
灘
の
流
傅

に
就
て
、
普
通
廿
四
流
の
縄
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。
こ
の
廿
四
流

の
中
、
道
元
派

・

果
明
涙

・
東
陵
涙

の
三
涙
は
曹
洞
系
で
あ
り
、
残
蝕
の
廿

一
涙
は
臨
濟
系
で
あ

る
。
更

に
こ
の
中
千
光
涙
の
み
黄
龍

下
に
屡
し
、
他

の
廿
派
は
楊
岐
下
に
厩

し
て
ゐ
る
噂
從

つ
て
日
本
傳
承
の
廿

一
派
の
輝
は
、
看
話
的
輝

風
で
あ

つ
た

と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
)

幅

恰
も
繊
細
華
・麗
貴
族
的
な

る
李
安
文
化

の
凋
落
に
際

し
、
簡
潔
輩
純
而
も
意
志
的
現
實
的
性
格
を
も
つ
隙
は
、
新

興
階
級
た
る
鎌
倉
武
士
の
性
情

に
迎

へ
ら
れ
、
新

し
き
精
紳
文
化
の
糧
と
し
て
盛
ゆ
乙
歴
史
的
地
盤

を
與

へ
ら
れ
た

か
ら

で
あ

る
。

/

か
く
て
暉
は
幾
多
の
傑
出

せ
る
組
師
の
輩
出
と
、
指
導
階
級

の
人

々
の
蹄
依
と
を
得
て
、
特
色
あ

る
交
化
を
登
展

せ
し
め
つ
、
日
本
人
の
心
を
養

ひ
來

つ
た
の
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
を
過
ぐ
る
に
及
ん
で
、
漸
く
飽
和
老
成
の
氣
蓮

　

　

を
生
じ
、
昔
日
の
活
氣
を
失
ふ
と
共
に
概
念
化
固
定
化
を
見
る
形
勢
を
示
し
て
來
た
。
・即
ち
暉

の
生
命
た

る

「
悟
」

の
燈
瞼
が
形
骸
化
し
、
或
膿
情
解

に
堕
し
或
は
詩
文
に
流
れ
、
傳
統

の
實
質
を
稀
薄

に
す
る
状
態
を
生
じ
て
來
た
。

麗
教
團
の
中
に
涙
閥
を
尊
び
、
門
葉
を
重
視
す
る
風
習
を
張
め
、
そ
の
修
的
生
命
た
る
看
話
は
や

、
口
訣
傳
授

に
似

た
る
相
似
輝
的
傾
向
を
さ

へ
見
る
に
至
つ
九
こ
と
等
は
そ
の
現
れ
で
あ

る
。

、

臼
懸
系
唇
話
の
一
昏
見

'

(三
)
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。

掬
際
果
看
話
の
一管
見

・、

(
四
)

更

に
戦
國
時
代
よ
り
徳
川
時
代
の
初
頭
に
至
る
に
及
ん
で
、
灘
の
慧
命
は
正
に
累
卵
の
危
き
を
加

へ
、
僅

か
に
少

藪
明
眼
の
灘

匠
に
よ
つ
て
孤
線
を
繋
ぎ
と
め
ら
れ
て
ゐ
る
有
様
で
あ

つ
た
.

(
此
の
間
、
澤
水
、
正
三
v
盤
珪
等

の

如
き
濁
創
的
風
格
を
持

つ
麗
師
の
出
現
を
見
た
の
で
あ

る
が
、
そ
'の
修
的
方
法

に
時
代
的
装
備
を
鉄
き
し
爲
め
か
、

途

に
早
く
そ
の
傳
承
を
失
ふ
有
様
で
あ

つ
た
。
)

,

、

か
く
の
如
き
灘

の
慧
命
正
に
盤
き
ん
と
す

る
歴
夏

的
地
盤

の
中
に
出
現
せ
る
偉
人
が
自
隙
灘
師

で
あ

つ
た
。

歎
百
年
の
蟹

の
も
と
に
固
定
嚢

し
突

慧
鰐

の
看
話
は
、
臼
憾

師
の
天
才
的
入
格
に
よ
つ
て
新
し
き
組

織
と
共
に
更
生
し
、
特
異
の
暉
風
と
し
て
新
鮮
な
る

一
歩
を
蹟
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

「
以
悟
爲
則
」

藤

の
翼
髄
は
、
臼
隙
灘
師

の
新
し

い
看
話
の
創
意

に
よ

つ
て
、
再

び
復
古
的
に
樹
立
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ

つ

て
〉
そ
こ
に
歴
更
的
課
題
を
解
決
し
去

つ
た
灘
師

の
偉
大
さ
が
あ
る
。

大
慧
灘
師

に
よ
つ
て
確

立
せ
ら
れ
し
看
話
は

.

・

「
千
疑
萬
疑

只
是
れ

一
疑
。
話
頭
上
に
疑
ひ
破
る
れ
ば
、
則
ち
千
疑
萬
疑

一
時
に
破
る
。
話
頭
破
れ
す
ん
ば
則
ち
且

く
上
面
叢
就
て
之
を
厩
崖

め
よ
。
若
し
話
頭
を
棄

て
了

つ
て
却
け
去
り
、
別
に
文
字
の
土
に
疑
ひ
を
起
し
、
輕
敏

の
、

上
に
疑
を
起
し
、
古
人
の
公
案

の
上
に
疑
を
起
し
、
霞
用
塵
勢

の
中
に
疑
を
起
さ
ば
、
皆
是
れ
邪
魔
の
春
厩
な
り
。

第

圃
に
暴
起

の
慮

に
向

つ
て
承
當
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、

叉
思
量
卜
度
す

る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
但
だ
意
を

つ
け
て
不

ノ4



可
思
髭
の
庭

に
就
て
思
量

せ
よ
。
心
之
く
所
な
く
ん
ば
老
鼠
牛
角
に
入
る
が
如
く
便
ち
倒
断
を
見

ん
。
云
≧
L

(
答

呂
含
人
)

「
此

の
不
可
患
議

の
庭

に
入
れ
ば
、
思
と
非
思
と
皆
寂
滅
す
る
也
。
然
も
亦
寂

滅
の
慮

に
住
在
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ

若
し
寂
滅
の
庭

に
住
在

せ
ば
瑚
ち
法
界

の
量
に
管
撮

せ
ら

る
～
こ
止
を
被
る
。
敏

の
中

に
之
を
法
塵
煩
櫛
と
云
ふ
。

＼
ノ

法
界

の
量
を
滅
却
し
て
種

々
の
殊
勝

一
時
に
蕩
鑑
し
了

つ
て
方
に
始
め
て
好
し
。
庭
前
柏
樹
子
、
麻

三
斤
、
乾
尿
概

狗
子
無
佛
性
、

一
口
吸
叢
西
江
水
、
東
山
水
上
行

の
類
を
見
る
に
㌣
忽
爾
と
し
て

一
句
下
に
透
得

せ
ば
、
方
に
始
め

て
之
を
法
界
無
量
回
向
と
云

ふ
。
云
よ
」

(
答
張
提
刑
)

等

に
示
さ
れ
た
み
が
如
く
、
看
話

に
よ

つ
て
直

下
に
佛
見
法
見
を
蕩
霊
し
、
藤

の
生
命
た
る

「
悟
境
」
を
自
得
官
謹

せ
し
む

る
に
あ

つ
た
。

帥

ち
、
唐
代

に
於
け

る
創
造
的
灘
風
に
見
る
修
的
圭
動
性

の
老
衰
を
封
治
す
る
に
一
大
慧
輝
師
は
修
的
他
動
性
と

も
云

ふ
べ
き
看

話
の
確
立
を
以
て
し
っ
こ
れ
に
よ

つ
て
灘
の
生
命
を
復
古
せ

る
ど

こ
ろ
に
歴
更
的
意
義
と
使
命
を
持

つ
て
ゐ
た
。

(
忽
滑
谷
樽
士

「
灘
學
思
想
史
」

下
巻
、
三
七
六
頁

「
看
話
禮
　の
韓
墾
」
屡
照
)

,

之
に
封
し
て
自
隠
輝
師
は
、

こ
の
修
的
他
動
性
看
話
の
老
衰
を
勤
治
す
る
に
」
組
織
と
秩
序
あ
る
看
話
を
以
て
し

こ
恵
に
依

つ
て
再
び
灘
の
生
命
を
復
古
せ
る
と
こ
ろ

に
歴
更
的
意
義
を
持

っ
と
云

へ
る
。
故

に
大
慧
的
看
話
は
輩
な

白

腱

系

濤

話

の

一
轡

見

,

、

-

、

,

、

(
流

)

、

ー

/

5
4



白
隠
栗
看
話
の
一
管
見

'

(
六
)

る
看

話
な

る

に
封

し
、

自
陰

的
看

話
は
組

織
的

看
話

と
稽

す

べ
き
内
容

を

も

つ
て

ゐ
る
。

,

從

つ
て
、
銭
伊
庵
の

「
宗
範
」

に
序
を
書
き
し
桀
談
の

冠

は
看
話
灘

に
至
る
ま
で
三
憂
し
た
L
と
す
惹
所
読

の

轍
を
ふ
む
と
す
れ
ば
、
灘
の
更
的
展
開

は
、
こ
の
自
隠
顧
師

の
組
織
的
看
話
灘

の
樹
立
に
よ
り
、
そ
の
民
衆
化
を
更

に
徹
底

せ
し
め
た
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
大
慧
暉
師

の
看
話
灘
確
立
に
次
ぐ
、
第
四
の

「
歴
吏
的
憂
化
」
を
見
た
と
稽

す

べ
き

で
あ
ら
う
。

・

.

＼

二

自
隠
麗
の
看

話
は
意
識
的
に
次
の
如
き
組
織
と
序
次
を
も

つ
て
ゐ
る
。
言
葉
を
換
え
て
云

へ
ば
、
自
陰
系
の
看
話

灘
は
、
そ
の
公
案
活
用

に
次
の
如
き
秩
序
と
組
織
を
含
む

で
ゐ
る
。

＼

「
法
身

、
機

關
、
言
詮
、
難
透
、
五
位

・
十
重
禁
戒
、
末
後
の
牽
關
」
の
序
衣

で
あ
る
。

(
こ
れ
ら

の
序
次
的
分
類

に
就
て
は
後
段
に
述

べ
る
。
)

大
慧
灘
師

の
看
話
は
、
話
頭
に
よ

っ
て
宗
教
的
大
疑
を
現
成
し
、
知
的
意
志
的
精
進
に
よ
り
、
こ
の
話
頭
上
に
大

疑
を
破

り

「
法
界

の
量
を
滅
却
し

て
種

々
の
殊
勝

一
時

に
蕩
霊

し
了

つ
て
方
に
始
め
て
好
し
」
と
云
は
る

、
様
態

に

於
て

「
見
性

の
境
地
」
を
説
き
示
さ
れ

「
悟
」
そ
の
も
の
の
内
容

に
序
衣
的
経
過
を
意
識
的
に
表
明
し
て
幻
な

い
の

6



に
封
し
、
自
隠
暉
師

の
看
話
は

「
夫
れ
學
者
牽
究
功
み
ち

て
佛
性
頓

に
現
前
す
れ
ば
、

一
時
に
そ
の
理
髄
を
謹
得
し

て
、

一
成

一
功
成
、
階
級
を
纏

す
し
て
佛
地
に
至
れ
ど
も
・
若
し
次
第
を
以

て
修
行
せ
ざ
れ
ば
・

萄

智
・
自
在
饗

究
莫

菩
提
を
蒔

撃

る
こ

と
能
は
す
。
」
(
四
智
辮
)

「
縦
ひ

叫
旦
國

地

一
下
の
得
力

こ
れ
あ
り
て
後
も
、
動
静

の
二
境
を
嫌
は
す
、
正
念

工
夫
の
相
績
肝
要
た
る
ぺ
し
。

次
に
燈
籠
跳
り
て
露
柱
に
入
り
、
佛
殿
走
り
で
山
門
を
出
で
、
人
橋
上
よ
り
過
ぐ
れ
ば
橋
は
流
れ
て
水
ぱ
流
れ
す
、

南

に
面
し
て
北
斗
を
見

胤
等
の
語
譜
掌
上
を
見
る
が
如
く
分
明

に
見
得
す

べ
し
。
而
し
て
後

に
最
後
向
上
の

一
着
あ

り
、
之
を
法
窟

の
爪
牙
奪
命
の
神
符
と
云
ふ
。
謂
ゆ
る
疎

由
毒
塔

の
因
縁
、
南
泉
遷
化
の
話
、
璽
官
犀
牛
の
扇
子
、

翠
岩
夏
末

の
話
、
乾
峰

三
種
の
病
、
こ
れ
等
の
因
縁
塗

一
透
過
し
了
り
て
、
萬
里
の
異
郷

に
妻
子

の
面
を
見

る
が
如

く
な

ら
ざ
れ
ば
、
帥
ち
眞
正
、正
屡
玄

の
上
士
と
構

す
る
こ
と
を
許
さ
す
。
」
(
假
名
法
語
)

'
し

等
に
見

る
如
く

「
悟
境
」
の
内
容

に

一
種

の
序
衣
的
経
過
を
明
確

に
公
案
上
に
認
め
て
ゐ
る
。
從

つ
て

「
見
性
」
な

る
成
語

に
…封
す

る
時
も
、
大
慧
灘
師
と
自
隠
縄
師
と
に
於
て
は
、
自
か
ら
そ
の
概
念
内
容

に
差
異
を
生
す
る
鮎
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
ゆ

ノ

帥
ち
大
慧
暉

に
於

て

「
見
性
」
は

「
忽
然
と
し
て

一
句

下
に
透
得
せ
ば
方
に
始

め

て

之

を
法
界
無
量
回
向
と
い

ぴ

白
隠
系
看
話

の

一
管
見

(
七
)

7



で

ほ

　

　

白
懸
系
看
話
の
喝
管
見

ト

戸

卜(八
)

㌔
・

ふ
L

と
示
し

、「
法
界
の
量
を
滅
却
し
種
々
の
殊
勝

一
時
に
蕩
盤

し
了
る
」
を
内
容
と
す

る
⑳
に
封
し
、
自
隠
繹

に
於

て
は

「
佛
性
頓
に
義

爾
す
れ
ば
階
級
を
純

す
し
て
佛
地

に
至
れ
ど
も
、
苦
し
次
第
を
以

て
修
行
せ
ざ
れ
ば
究
寛
大
菩

提
を
成
就
す
る
こ
と
能

は
す
」
と
示
し

「
一
旦
隔

地

帖
下
の
得
力
あ

り
て
後

も
、
工
央
糖
綾
を
肝
憂
と
し
、
更
に
向

、

上
の

一
着
子
を
透
適

し
て
始

め
τ
翼
正
謬
玄

の
上
士
た
る
こ
と
を
許
す
」
と
論
き

「
見
性
」
は
む
し
ろ

「
初
入
の
境

地
」

(
灘

の
理
、的

一
冨
大
圓
鏡
智
の
謹
舞
)
を
示
す
に
廻
ぎ
す
、
そ
れ
よ
り
更
に

門,悟
後
の
修
行
L
を
序
衣
的
に
経

過
し
、
無
功
用
の
境
舞

に
至
つ
て
初
め
て

{,虞

の
悟
境
L
と
す
る
差
異
が
あ
る
。

・

,

"つ

　

爾
者
目
的
と
す

洛
究
覧

の

〔,悟
境
」

に
於
て
、
そ
の
頓
悟
灘
た
る
灘
風
の
傳
統
を
同

一
に
す
る
も
、
大
慧
灘
は
初

入
と
悟
後
と
の
序

次
を
意
識
的

に
認
め
て
ゐ
な

い
の
に
封
し
、
臼
隙
灘

は
之
を
意
識
的

に
認
め
て
ゐ
る
。
從

つ
て
そ

こ
に
自
か
ら
看
話

の
修
的
様
態

(
話
頭
活
用
の
態
度
)
を
異
に
す

る
は
自
然
で
あ

る
。

～
即
ち

「
彼

の
鹿
老
が
所
謂
る
讐
耳
如
聾
眼
如
盲
な
る
境
界

は
時

々
に
是
あ
る
べ
し
、
是
を
翼
正
大
疑
現
前
底
.の
時

節

と
串
事

に
侍

り
、
此
時
退

か
す
勤
め
…進
み
給
は
ゴ
、
氷
盤
を
郷
擢
す

る
が
如
く
玉
櫻
を
推
倒
す
る
に
似

て
、
四
十

年
家
未
だ
曾
て
見
す
未
だ
曾
て
聞

か
ざ
る
底
の
大
敷
喜
あ
ら
ん
。
…
…
若
し
人
自
家
見
性

の
眞
傭
如
何
ゐ
得
力
の
精

粗
如
何
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
先
づ
須
く
謹
ん
で
傳
大
士
の
褐
を
見

る
べ
し
。
何
が
故
る
,
未
透
底
の
士
は
句
に
屡

ぜ
ん
よ
り
意

に
屡
す

べ
し
、
已
透
底
の
士
は
意

に
参
ぜ
ん
よ
り
句
に
謬
す
べ
し
。
偶

に
曰
く
、
塞
手
把
鋤
頭
、
歩
行

ノ
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へ

騎
水
牛
、
人
從
橋
上
愚
、
橋
流
永

不
流
。
…
…
縦

ひ
叉
如
上
⑪
言

厨
に
於
て
逐

一
分
期
に
見
得
徹
し
た
り
と
も
足
れ

b
と

す
6
こ
と
勿

れ
、
棄
て
去

つ
て
疎
山
壽
塔

の
因
縁
、
南
泉
遷
化
の
話
、
五
灘
牛
窓
櫨

の
話
、
柏
樹
子
話
有
賊
機

?

こ
れ

等
の
話
麟
毫
産
も
疑
ひ
な
き
こ
と
を
得
ば
、
須
紹
知
る
べ
し
見
庭
齢
禮
と
同

一
模
範
な

る
こ
と
を
。
屡
玄

の
上

士
稻
し

て
,樗

の
塊

る
庭
か
あ
ら
ん
」

(
遠
羅
天
釜
)
に
鐵
る
如
く
、
自
隙
灘
師
は
ま
つ
學
入
を
し
て
灘

の
根
源
た
り

基
盤

£
る

「,
理
糧
の
確
讃
」
を
初

入
の
第

一
露
と
し
、
こ
れ
に

「
理
事

輔
如
の
功
用
」
を
膿
得

せ
し
め
、
更

に

「
理

事

の
功
絹
を
奪
却
」
す

る
に
、
謂
ゆ
る

「
難
透
難
信
難
解
難
入
」

の
話
顧
を
咬
着

せ
し
め
で

㎝、
無
功
用
置
ハ灘

の
境
L

を
膿
得
せ
レ
め
、
こ

、
に
韓
統
的

「
悟
境
」

の
完
成
を
期
す
る
組
織
麟
看
話
を
實
践
し
た
の
で
あ

つ
た
。

癒

　

も

　

ぞ

故

に
臼
隙
檸
師
の
看

語
は
、,
輩
な
る
看
話

に
序
次
的
組
織
を
與

へ
た
る
黙

に
於

て
、
大
き

い
粗
蓮
が
あ

る
。

'

9

蕊

＼

臼
薩
灘

の
紐
織

的
看
話

に
蘭
し
、
深
き
實
践
的
経
験
を
有
せ
す
、
躍

に
外
面
的
形
式
的
考

察

の
み

に
よ
う

「
梯
子

悟
り
」
乃
至
は

コ
漸
修
漸
悟
L
と
し
、
頓
悟

の
灘
風
に
非
す
と
す
る
臆
説
を
爲
す
人
を
見

る
こ
と
が
あ
る
。

元
寒

「
漸
修
漸
悟

・
漸
修
頓
悟

・
頓
修
頓
悟
し
等
の
問
題
は
、
初
期
藤
宗
患
想
史
上
に
於
け
る
重
要
な
る
事
件

に

属
し
、
殊
に
六
租
門
下
に
於
て
花

々
し
く
展
開
せ
ら
れ
し
問
題
で
あ
る
。
從

つ
て
叢
に
そ
の
孚
義
乃
至
内
容
を
詳
述

 白
緊

霧

蚕

へ

＼

-

(九
)



白
懸
系
看
話
の
一
管
見

.

(
一
〇
)

す
る
必
要
は
な

い
筈

で
あ
る
。

六
溜
門
下
の
傳
統
が
般
若
主
義

に
徹
し
、
了
々
の
見
性
を
立
場
と
し
て
、
全
膿
帥
眞

・
蚕
膿
帥
用

の
暉
風
を
登
展

せ
し
め
て
ゐ
る
こ
と
鳳
巳
に
人
、の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
積
翠
先
生
華
甲
壽
記
念
論
纂
中
、
慧
能
以
後

の
暉
、
鈴

木
大
拙
、
屡
照
。
)
帥
ち
六
租
暉

の
傳
承
は
頓
修
頓
悟
を
離
れ
て
存
在

せ
す
}
叉
見
性
灘
を
智
用
的
行
爲
的

に
騰
験
し

行
道
す
る
臨
濟
暉

の
傳
承
は
、
特

に
般
若
的
性
格
を
離
れ
て
存
在
し
な

い
。

故

に
六
租

門
下
の
傳
承
に
於
て
智
的
畳
悟

(
見
性

の
経
験
)
は
、
そ
の

一
切
を
決
定
す
る
絶
封
的
根
擦

で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

「
以
悟
爲
則
」
と

云
は
る
、
所
以
で
あ
る
。

「
見
性
分
明
」
を
圭
張
す

る
臼
隠
灘
が
、
頓
修
頓
悟
而
も
登
膿
帥
用
の
灘
風

に
立

つ
こ
と
は
、
叉
改
め
.て
詮
く
必
U要

は
な
い
。
從

つ
て
叢

に
問
題
と
な
る
は
、
自
陰
麗
的
看
話

の
組
織
的
序
次
江
る

「
漸
修
的
様
態
」
を
如
何

に
見
る
か

の

一
事
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
に
就

て
白
隠
輝
師

は
明
か
に

「
悟
後
の
修
行
」
と
云
ひ
、
已
に
如

上
の
問
題
を
分
明

に
せ
ぢ
れ
て
ゐ
る
。

さ

「
悟
後
の
修
行
」
と
は
、
自
か
ら

「
悟
前
の
修
行
」
と
の
封
立
を
意
味
し
、
自
然
そ
の
内
容
を
異
に
す
乃
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら

搬
。
そ
れ
は

「
修
的
様
態
」
を
示
す
も
の
で
は
あ
ち
が

「
無
相

の
衣
第
的
部
分
的
分
明
」
じ
を
意
味
す
る

も
の
で
な
く

(
柴
野
恭
堂
著
、
達
摩
、
弘
忍
及
慧
能

の
思
想
、
墾
照

の
こ
と
)
言
葉
を
換
え
て
云
人

ば
普
通

の
意
味

10



の

「
修
」
を
意
味
す

る
も

の
で
は
な
く
、

「
謹
悟
の
中

に
あ

つ
て
謎
悟
を
受
用
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
、
全
く
質
的

に
相
違
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
悟
前

の
修
」
は
、
未
悟
よ
り
悟

へ
の
飛
躍
た
る
質
的
轄
換
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、

「
悟
後

の
修
」
は
、
質

的
轄
換
を
要
し
な

い
、
只

「
悟
の
受
用
」

に
於
て
量
的
籏
大
を
目
的
と

す
る
と
ご
ろ
に
明
確
な
る
相
違
を

も
つ
て
ゐ
る
。

,

「
何
を
か

一
時
に
誼
得
す
と
云
。
識
神
乍
ち
砕
け
て
佛
性
頓
に
現
前
す
れ
ば
、
光
明
漫

々
と
し
て
天
地
に
満

つ
る
を

大
圓
鏡
層

、
清
浄
法
身
と
す
。
」

(
四
智
辮
)

,

「
最
も
貴
や
還
丹
の
徳
は
、
須
彌
も
虚
室
も
砕
け
て
微
塵
、
七
方
法
界
實
相
無
相
、
見
ら
れ
て
も
な
く
見
て
も
な

い

、堕
ち

て
苦

し
む
地
獄
も
な
い
が
、
往

い
て
樂

し
む
浄
土
も
な
い
そ
。
」

(
圭

心
お
婆
々
粉
引
歌
)

「
…
…
…
是
を
翼

正
武
疑
現
前
底
の
時
節
と
申
す

こ
と
に
侍

り
、
此
の
時
退
か
す
勤

め
進
み
給
は

9
、
氷
盤
を
櫛
催

す

る
が
如
く
、
玉
櫻
を
推
仙
す
る
に
似

て
、
四
十
年
來
未
だ
曾
て
見
す
未
だ
曾

て
聞
か
ざ
る
底
の
大
敷
喜
あ
ら
ん
。
」

(
遠

羅
天
釜
)

等
の
言
句
は

「
見
性
悟

入
の
心
地
」
を
描
爲
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自
隙
職
蔀
が
如
何
に
頓
悟
輝
の
傳
承
者
と

し
て

「
悟
の
経
験
」
を
絶
封
な

る
も
の
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
し
か
を
見

る
こ
と
が
出
來
る
。

元
來
智
恵
圭
義
稿

慧

想
の
傳
承
は
、
宗
敏
的
大
疑
を
媒
介
と
し
て
頓
悟
の
巖

を
成
就
す
る
關
係
に
立
つ
、
故

白
隠
系
看
話

の

一
管
見

(
一
ご

11



白

隠

系
㎡君
話

の

で
管
見

、

(
嶋
二

)

暑

話
の
正
し
き
鰹

は
実

疑
の
現
前
L
を
特
賢
と
す
る
・
自
騒

師
が
営

幕

の
簑

樫
又
手
舞

の
晋
聲
L

、

、

を
提
蜥
せ
し
め
ら
れ
し
事
も

一
に
そ
こ
に
あ
つ
た
。

「
此
五
六
ケ
年
以
來
は
、
思
ひ

つ
き
た
る
こ
と
侍

り
て
、
隻
手
の
聲
を
聞
き
屈
け
玉
ひ
て
よ
と
人
毎

に
指
南
し
侍

る

に
、
從
前

の
指
南
と
抜
群

窃
相
違
あ
り
て
、
誰

に
為
疑
團
起
り
易

く
、
工
夫
進
み
易
き
事
、
雲
泥
の
隔
ら

有
之
様

に

畳
え
侍

う
、
是
に
・よ

つ
て
唯
今
は
專

一
に
隻
手

の
工
夫
を
勘

め
侍

る
。
蓋
し
隻
手
の
聲
と
は

是
れ
全
「く
耳
を

ま

げ

以
て
聞
く
べ
き
に
非
す
、
患
慮
分
別
を
交

へ
す
、
見
聞
豊
知
を
離
れ
て
輩
々
に
行
佳
坐
臥

の
上
に
於

て
透
間
も
な

く

屡
究
し
も
て
行
き
侍

れ
ば
、
理
鑑
き
詞
究
ま
る
腱

に
於

て
、
忽
然
と
し
て
生
死
の
叢
根
を
抜
翻
し
、
無
明
の
窟

宅
を

　

壁
破
し
、
鳳
金
網
を
離
れ
、
鶉
籠
を
樋

つ
底
の
安
堵
を
得
∴
・。
し

(
籔
柑
子
)

以
上
の
如
き
も
明
か
に
之
を
謹
す
る
も
の
で
あ

つ
て
白
隙
灘
師
が
如
何

に

「
悟
の
纏
験
」
を
奪
び
、
之
を
麗

の
根

本
と
せ
ら
し
か
を
窺
ひ
得
る
と
思

ふ
。

然

し

「
虚

察
消
須
し
鐡
山
擢
け
、
上
片
琵

の
頭
を
蓋

ふ
な

く
下
寸
土

の
足
を
立
す
る
腱
な
し
、
煩
櫛
も
な
く
菩
提

も
な
く
、
生
死
も
な
く
湛
桑

鄭
な
し
」
,と
云
ふ

「
悟
入
の
纒
験
」

は
、
實
践
的
に
往

々

「
妙
悟
」

の
心
理
に
眩
惑

せ

ら
れ
て
思
は
ざ
る
灘
病

(
李
等

一
相
に
執
す
る
佛
見
法
見
等
)
に
陥
る
憂
が
あ

る
。

こ
れ
は
特
に
粂
膿

即
翼
的
灘
風

に
於
て
恪

り
易
い
灘
病

で
あ

る
が
、
智
用
を
貴

ぷ
全
膣
帥
用
的
灘
風
に
於
て
は

一
層
深
く
忌
む
と
こ
ろ
で
あ

つ
て
臼

12



隠
繹
師

は
特
に
こ
れ
を
破
斥
す
る
に
努
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

噺

、

「
見
性

の
端
的
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
満
立
適
差
別

・
有
無
を
絶
し

『
根
本
圭
膿

の
如
實
現
成
L

(
灘
學
研
究
、
第

三
十

四
號
、
「
顧
乏
東
洋
文
化
」
屡
照
)
と
云
は
る
・、
境
地

で
あ

つ
て
、
有
無
共

に
遣
る
と
ζ
ろ
無
擬

の
妙
用
と
相
即
す
る

　

生
命
的
躍
動
を
自
か
ら
具
備

し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
か
ら
で
あ

る
。
故
に
、
白
懸
繹
師
は
こ
の
立
場
よ
り

一
面

に

於
て

-

「
往
々

に
我
法
ご
室

の
闇
黒
裡
を
認
め
て
向
上
最
上
の
職
な
ら
と
し
て
、
日
々
眉
を
鍛
め
顛
を
横

て
死
慧

の
繭
中

に

在

る
が
郊
く
、
頑
庭
蓬
か
に
雲
燗
を
隔

つ
、
佛
経
を
嫌

ふ
こ
と
蹟
鼠
の
猫
兜
を
避
る
が
如
↑
、
租
録
を
忌
む
事
謄
兎

の
虎
聲
を
聞
く
に
似

た
り
、
殊
に
知
ら
す
此
は
是
れ

二
乗
常
渡
の
奮
案
、
柑
似

の
漫
漿
な
る
こ
と
を
、
此
の
故

に
宗

ゆ

峰
-犬
師
曰
く

「
三
十
年
あ
ま
り
我
も
孤

の
穴
に
す
む
今
ば
か
さ
る

、
事
も
理
り
」

と
悲
歎
し
給
ひ
き
L
(
遠
羅
天
釜
)

「
悲
し
む

べ
し
澆
末

法
滅
の
日
、
黙
照

の
邪
蕪
競

ふ
て
頭
を
墨
げ
、
尋
常

の
部
屡
に
教

へ
て
曰
く
、
禰
が
輩
乱
…
…

只
須

く

一
向

に
無
事
に
し
去
る
べ
し
、
無
念
無
心
は
向
上
の
灘
、
肇
麓

の
繋
念
は
三
途
の
業
、
飯

に
逢

ふ
て
は
飯
を

喫
し
、
茶
に
逢
ふ
て
は
茶
を
喫
み
、
飢
え
來
れ
ば
喫

し
困
し
來
れ
ば
眠
る
鴇
縁

に
任
せ
て
放
膿

し
て
造
作
す
る
莫
れ

蜘

佛

の
求
む

べ
き
な

く
法
の
読
く

べ
き
な
し
、
斯
れ

は
こ
れ
天
然

の
自
然
道
…
・:
」

(
寳
鑑
胎
照
)

等

「
相
似

の
邪
縄
」

「
枯
坐
暗
愚

の
膳
奴
」

を
破
邪

す
る
と
共
に
、

一
面

に
於

て

＼

＼

白

隠

系

蛤個
話

の

蝋
碑官
見

.

.

(
嚇
三
}

B
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白
膿
系
看
話

の

一
管
見

,

(
一
四
)

ま

「
働
み
求
め
し
見
性
の
法
も
、
い
ま
は
地
獄

の
種

と
な
る
。
も
と

の
圭
心
は
皆
消
え
失
せ
て
、
魔
縁

天
狗
が
入
り
か

は
る
、
過
去
の
因
繰
拙

い
故

に
、
終

に
置
ハ
正
の
明
師

に
逢
は
に
や
、
悟
後

の
修
行
の
奥
儀
も
知
ら
ぬ
、
元
の
凡
夫
が

い
つ
、そ
増

し
、
」

(
圭

心
お
婆
々
粉
引
歌
)

,

「
一
旦
見
蓮
分
明
な
れ
共
、
観
照
の
力
張
大
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
動
も
す
れ
ば
習
氣
煩
拶

の
爲

に
碍
え
ら
れ
て
、
逆

順
の
境
界

に
於

て
尚
ほ
自
由
な
ら
す
、
牛
を
尋

ぬ
る
人
、

一
旦
置
ハの
牛
を
見
徹
し
た
り
と
も
、
猛
く
鼻
索
を
以

て
制

せ
ざ
れ
ば
、
早
晩
叉
逃
れ
去
る
が
如
し
。
故
に
牛
を
見
ば
先
づ
牧
牛

の
法
を
專
要
と
す
。
此
の
悟
後

の
修
行
な
け
れ

　の

ば
、
見
性
の
者
多

く
は
差
過
す
る
庭
な
り
。
」

(
四
智
辮
)

等

「
悟
後

の
修
行
」

の
必
須
な
る
こ
と
を
強
調

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
こ
の
事
は
自
隠
灘
師
が
實
践
的

に
身
を
以
て

緯
駒
せ
ら
れ
し
経
路
を
反
省
し
、
そ
こ
に
自
か
ら
意
識

せ
ら
れ
し
後
昆

へ
の
指
南

で
あ
る
こ
と
は
、
灘
蔀
の
傳
記
に

-
よ

つ
て
明
か
で
あ

ろ
。
)

即

ち

「
悟
後

の
修
」
は
悟

上
の
無
功
用
性
の
重
覗
を
意
味
し
、
・智
用
を
圭
と
す
る
頓
修
頓
悟

の
輝
風
0
傳
統
と
し

て
寧
ろ
當
然
の
性
格
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

元
來
、
全
燈
卸
眞
と
全
禮
即
用
、
只
慶
的
と
行
爲
的
と
は
同

一
悟
境
の
内
包
的
雨
面
で
あ

つ
て
、
元

々
階
梯
的
に

見
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
全
膿
帥
眞
が
静
的
性
格
を
多
分
に
も

つ
と
こ
ろ
か
ら
、
本
膿
的
様
相
を
よ
り
多
く
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示
す
が
故

に
、
全
謄
帥
用
と
階
梯

的
序
位

に
於

て
見
ら
れ
易

い
と
云
ふ
に
過
ぎ

ぬ
。
帥
ち
序
次
的
階
梯
的
「
の
如
き
」

で
は
あ
る
が
、
實
は

「
相
帥

不
一
こ

で
あ
り
、
所
謂
階
梯

で
な
く
圓
融

で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
序
次

的
様
相
を
示
す
自
隙
輝

の

「
悟
後

の
修
」
が

「
漸
修
漸
悟
」
と
見

る
べ
き
も

の
に
あ
ら
ざ

る
理
由
は
そ
こ
に
自
か
ら

分
明

で
あ

る
。
故
に
自
隙
麗
師
が

「
佛
道
深
遠
、
須
レ知
如
己海
轄

入
韓
深
一、
-似
越山
轄

上
轄
高
謳

若
欲
レ知
昌自
家
得
力
當
否
如
何
一、
先
須
レ屡
昌南
泉
遷
化

話
一」

(
遠
羅
天
釜
)

「
伏
し
て
乞

ふ
大
信
の
佛
子
、
大
信
心
大
願
心
を
磯
し
、
此

の
四
智
圓
満
、
眞

正
菩
薩

の
大
行
を
修

行
せ
よ
、
己
が

一
旦

の
小
見

に
誇

つ
て
萬
劫
の
大
事
を
失
ふ
こ
と
勿
れ
ひ
穴
賢

々
々
」

(
四
智
辮
)

等

々
頻
に
悟
後

に
於
け
る
序
次
的
看
話

の
修
を
提
唱
し
て

ゐ

ら

る

、
事
は
、

必
す
し
も
悟
前
的
意
味
に
於
け
る

　

「
漸
修
漸
悟
」
と
見

る
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
若

し
眞

に
卓
抜
上
根
の
菩
薩
子
が
あ

つ
て
、
頓

に
脱
洒
自
在
、
脱
落

身
心
の
境
地
を
現
前

し
得
る
な
ら
ば
、

一
成

一
功
成
、
謂
ゆ

る

「
悟
後

の
修
」
は
要
せ
す
し

て
自
か
ら

「
菩
薩
の
威

儀
を
具

し
」

無
功
の
妙
用

に
遊
ぶ

「
眞

正
屡
玄

の
上
士
」
た
り
得
る
こ
と
は
云

ふ
迄
も
な
い
。

(
實
践
的

に
も
自
隠

藤

の
看
話

は
非
常
に
緻
密

で
あ

つ
て
、
例

へ
ば
見
性
初
入
の
關
鎖

た
る

「
無
字
」
或
は

「
隻
手
」

の
公
案

に
附
随
す

る

「
拶
所
」
'な
る
雑
則
は
、
本
則
と
表
裏
し
て
そ
の
見
性
眼
を
確
乎
た
ら
し
む
る
べ
き

一
種
の
難
透
的
使
命
を
有
し

白
隠
系
看
話
の
一
嘗
見

(
一
五
)

、
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白
隙
系
看
話
の
↓
管
見

・

(
嶋
六
)

て

ゐ

ゐ
。

故

に
自
隠

縄

の
看

話

拡
隔

巳

に
初

入
の

一
關

に

一
切

を
具
備

す

る

一
面

を

も
ち
、

輩

な

る
序

次
的
看
話

と

の
み
見

る
は
大
な

る
誤

謬

で
あ

る
。
)

、

＼
,

唯

其
膿

的

入
格

に
あ

つ
て
は
、
多

く
の
場
合

「
過
去

の
因
縁

拙

い
故

に
…

-
h習
氣

煩
衡

に
碍

え

ら

煎

て
」

「
讐

、へ

ば

大

日
輪

の
須

彌

の
東

方

に
現
出

し

て
、
山

河
大

地
萬
象
森

羅

、

一
片

の
光

明

な

れ
ど
も

、
猶

陽

光

の
熾

な
ら

ざ

る

が

如

し
。」

(
四
智
辮

)
と

云

は
る

＼
如

く
、
見

性

の
溢
眼

を
得

る
も

「
事

上

の
得
力
」

に
於

て
、

容
易

に
自

在

を
得

難

い
の
が

普
通

(
中

下
根

の
者
)

で
あ

る
。

、

故

に
か

～
る
場
合

、
悟

上

に
於

て
受
用

を
確

實

に
す

る

「
正
念
相
綾

の
工
夫
」

と

し

て

「
悟
後

の
修
」

を

必
要

と

す

る
。

從

つ
て
眞

の
正
念
相
績

と
憶

、
談

上

の
修

た

る
受

用

三
昧

の

こ
と

で
な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

、

、

蓋

し
、

か

、
る
意

味

の

「
悟
後

の
修

行
」

は

、
必

ず
し
も

自
隠
灘

濁

訂

の
も

の
と

は
云
は

れ
な

い
。

遠

く
六
祀
…門

下
の
紳
會

灘
師

は

、
自

か
ら
頓

悟

漸
修

の
圭
張

を
な

し
、

六
繍

暉

に

立
脚

し

つ
、
自

己
の
暉
風

(
荷

澤
灘

)
を
樹

立

し

た
趣
き
が

あ

る
。

、

!

、

!

「
志
徳

法
師

問
、
'灘

師
今

教
昌衆

生

一唯

令
噛頓

悟

一、

何

故

不
ヤ從
識小

乗
而

引

漸
修
上、

未
レ有
下昇
"】九
騒

之
皇

一不
γ由
ゴ階
漸

而

登
者
上也

。
答

日

、
只
恐
峯喪

所
レ登
者

不

是

九

層

之
皇

」、

恐
"畏

漫
登

者
土

鎚
胡

塚
一、
若

是
實

九
暦

之
毫

、
此

既

ご

頓
悟

之
義

也
、
今

於
"頓
中

陣而

立
昌其

漸

一者

、
帥

如
レ登
昌九
騒

之
毫

一也
、

要
レ籍

昌階
漸

一、
終

不
下向
出漸
中

一而

立
甲漸
義
ム、
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,事
須
昌理
智
彙
鐸

、
謂
コ之
頓
悟
一一丼
ζ
L

(
紳
會
録
)

に
見
る
如
く
、
紳
會
暉
師

に
よ
れ
ば

「
漸
を

立
て
る
」
と
云
ふ
も
、
頓
中
に
於
て
立
て
る
と
云
ふ

に
外
な
ら
な

い
。

若
し
見
性
頓
悟
せ
す
し
て
す
る
修

(
漸
)
は
、
諸
法

の
相
に
執
着
し
て
迷
妄
を
累
積
す

る
に
過
ぎ
ぬ
と
す

る
か
ら
で

あ

る
。
帥
ち
紳
會
灘
師

の

「
頓
悟
漸
修
」
は
、
當
然

一
種
の

「
悟
後
の
修
行
」

で
あ
り
、
悟
上
に
於
け
る
正
念
工
夫

、

で
あ
る
。
且

つ
そ
こ
に
榊
會
暉
師
が
頓
悟
隙

の
傳
統

に
立
つ
灘
匠
た
る
所
以
が
あ

る
。

(
紳
會
灘
師

の
輝
思
想
を
織

承
し
た
圭
峰
宗
密
も

「
悟
後
之
修
即
具
昌随
相
離
相
一理
事
双
修
」
と
云
つ
て
ゐ
る
。
)

又
看
話
を
以
て

「
悟

の
確
立
」
を
圭
張
し
た
大
慧
輝
師
も
、

「

「
今
敷
喜
已
に
定
ま
る
、
方
に
敢

て
指
出
せ
ん
。
此
事
は
極
め
て
容
易
な
ら
す
、
須
く
漸
憺
を
生
じ
τ
始
め
て
得
べ

し
。
往

々
に
利
根
上
智

の
岩
は
之
を
得
る
に
力
を
費
さ
す
、
,遽
に
容
易

の
心
を
生
じ
て
便
ち
修
行
せ
す
、
多
く
目
前

の
境
界

に
奪
ひ
將
ち
去
ら
れ
て
圭
宰
と
な
る
こ
と
を
得
す
。
日
久
し
く
月
深
け
れ
ど
も
迷

ふ
て
返
ら
す
、
道
力
業
力

に
勝

つ
こ
と
能
は
す
、
魔

そ
の
便
り
を
得

て
、
定
ん
で
魔

の
た
め
に
囁
持

せ
ら
れ
て
臨
命
終

の
時
叉
力
を
得
じ
。
千

萬
前
日
の
語
を
記
取
せ
よ
。
理
は
即
ち
頓

に
悟
る
、
悟

に
乗
じ
て
併
せ
鎖
す
。
事
は
帥
ち
頓

に
除

く
に
非
す
、
衣
第

に
因

て
蓋
す
。
行
住
坐

臥
、
切
に
忘
る
ぺ
か
ら
す
。
」
(
答
李
屡
政
)
と
読
き

叉
不
生
灘
を
説

い
て
看
話
を
却
け
し
盤
珪
輝
師
も

白
隠
…系
}看
話
の
叫
盤冨
見

(
一
七
)
、
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白

隠

系
看

話

の

一
管

見

」

、

(
一
八
)

n
師

叉
有
時
曰
く
、
身
ど
も
廿
六
歳

の
と
き
、
播
州
赤
穗
中
村
に
て
庵
居
の
時
磯
朋
せ
し
道
理
、
叉
道
者
に
相
見
し

謹
明
を
得
し
時
と
今
日
と
、
其
這
理

に
於
て
は
初

中
後

一
毫
許
り
も
差

ふ
こ
と
な
し
、
然
れ
共
法
眼
圓
明
に
て
大
法

に
通
達
し
、
大
自
在
を
得
た
る
こ
と
は
、
滋
者
に
逢
ひ
し
時
と
今
日
と
は
、
天
地
懸
絶
せ
り
。
汝
等
如
此
事

の
あ

る

を
信
用
し
て
、
法
眼
成
就
の
日
を
期
す

べ
し
。
問

云
、
法
眼
側
明
は
時
節
有

て
成
就
す

る
や
。
答

日
"
法
根
圓
明
は

時
節

あ
る
に
非
す
、
只

道
眼
明
自

に
し

て
、
.
一
黙

の
か
け
目
な
き
と
き
成
就
す
る
也
。
鯨
念
な
く

一
片
長
養

の
功
に

て
成
就
す

る
也
。」
、(
法
話
、
第
六
十
則
)
.,

と
読
き
示
し
て

「
悟
後
の
修
行
」

の
必
須
を
認

め
て
み
る
檬
子
が
あ

る
。
曽即
ち
麗

に
於
て
如
何
に
頓
悟
の
麗

風
に

論

立

つ
も
、
事
上
に
關
す
る
限
り
實
践
的
に
は

「
悟
後

の
修
」
を
要
す
る
こ
と
も
亦
自
然
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

唯
臼
隠
灘

に
於
て
は
沸
か

、
る
意
味
の

「
悟
後
の
修
」
を
、

「
意
識
的
」

に
強
調
し
、
之
を
組
織
あ

る
看
話
に
よ

つ
て
塗
行
せ
ん
と
企
圃

せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
に
そ
の
猫
自
性
を
見
乙
と
云
凶
べ
き
で
あ
ら
う
。

(
「
假
名
法
語
」
、
叉
は

「
四
智
辮
」
の
如
き
は
、
自
隠
灘
師
が

「
悟
後

の
修
」

を
組
織
的

に
提
唱

せ
ら
れ
し
、
、最
も
代
表
的

の
述
作
と
尋

こ

と
が
出
來
る
。
)

然
し
い
つ
れ

に
し

て
も
、
か

～
る

「
悟
後
の
修
行
」

が

「
悟
上
に
於
け
る
受
用
、
'即
ち
正
念
相
績

た
る
頓
修
の
性

　

　

格
」
を
失
ひ
、
輩
な

る
漸
修
に
堕
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
早
や
六
租

の
正
統
的
灘
風
と
云
は
れ
ざ
る
の
み
な
ら
す

18



/

頓
修
頓
悟
た
る
べ
き
灘

の
眞
義
に
背
離
す
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

即

ち
自
隠
縄
師
は
、
元
來
全
鐙
的
統

一
的
な
る

「
謹
悟
の
境
地

」
を
、
分
析
的

に
、
理

・
事
、
膿

・
肘

の
こ
面
に

、

汐

組
織
づ
け
る
こ
と
に
よ
り

(
悟

の
心
地
と
悟
後
の
受
用
と
に
)
、
一
暦
全
膿
的
な
乃
↓
悟
L
の
境
地
を
確
實

に
人
格
的

に
具
騰
す
る
實
践
的
方
途
を
、
組
織
あ
る
、看
話
に
求
め
ら
れ
た
と

云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
故

に
ぎ
隙
藤

の
組
織
的
看

話

は
、
依
然
と
し
て

「、以
悟
爲
則
」
智
用
的
頓
悟
的
灘
風
の
傳

承
た
る
こ
と
に
疑
義
は
な
く
、
漸
修

叉
な
漸
悟
と
見

る
べ
き
性
質

の
も

の
で
は
な

い
。
、、

,

蟻

・

、

か
.、
る
組
織
的
看
話

は
、
自
隠
灘
師

の
縄
膿
験

の
経
過
と
、
そ
の
宗
敏
的
天
分
と
に
よ

つ
て
意
識

的
に
確
立

せ
ら

　

れ
し
も
、の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ

つ
て
輝

の
生
命
た
る

「
悟
」

の
復
古
を
成
就
し
、
行
き
詰
れ
る
看
話
輝

に
生
命
的
展

　
　

開
を
與

へ
し
こ
と
は
明
白

で
あ

る
。

」灘
師
が
五
百
年
間
出

の
偉
人
と
仰
が

れ
、
藤
門
中
與
の
租
と
稔
せ
ら
る

、
理
由

の

一
斑
も
亦
そ
こ
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

19
/

四

元
來
公
案

は

「
天
下
そ
の
途
を
同
う
す
る
の
至
理
」

(
中
峰
和
爾
、
山
房
夜
話
)
を
軍
提
直
示
せ
る
も
の
に
外
な

ら
潜

い
。
從

つ
て
全
髄
的
統

一
的
絶
野
的
性
格
を
も
ち
、
内
面
的

に
は

一
々
全
眞
、
個

々
全
提
で
あ

つ
て
、
如
何
な

ゆ

白
隠
系
看
話
の
一
管
見

「

(
一
九
)

-



」

白
隠
系
看
話
の
一
答
見

(
二
〇
)

る
分
類
も
序
家
も
容
ざ

る
べ
き
筈

の
も
の
で
は
な

い
。

、
然
し
、
巳
に
表
現

せ
ら
れ
た
る
も

の
と
し
て
、
こ
れ
を
第

ご
義
的

に
外
面
よ
り
見

る
時
、
,そ
こ
に
自
か
ら
個

々
の

特
性
を
生
す
る
こ
と
も
亦
嵐
然

で
あ

る
。
即
ら
灘
の
歴
史
的
登
展
に
件
ひ
租
師

の
話
頭
が
、
距
な
る
宗
旨

の
基
揚
た

る
内
面
的
立
場
を
離
れ
て
、
外
面
的
敏
義
的
に
見
ち

る
～
傾
向
を
生
す
る
や
、
自
か
ら
そ
こ
に
序
次
的
分
類
を
試
み

得

る
見
解
を
生
す
る
こ
と
も
、
そ
の
原
因
は
實

に
そ
こ
に
由
來
す
る
。
而
も
こ
の
事
は
更
に
看
話
の
登
展
と
結
び

つ

き
,
灘

の
文
化
史
的
展
開
に

つ
れ
て
、
蓋
し
避
け
難

い
必
然
の
経
路

で
あ

つ
た
と
云
ふ
べ
き
塾で
あ
ら
う
。

(
古
く
は

臨

濟

の
四
賓
圭
、
四
喝
ハ
四
-照
用
、
四
料
挾
㊨
洞
山
の
五
位
。
雲
門

の
三
句
等
も
亦
、
あ

る
意
味
に
於
で

一
種

の
序

衣
的
性
格
を
多
.分
に
も
っ
公
案

で
あ
る
。
)

吾
が
國
に
於
て
は
巳
に
鎌
倉
期
の
灘

に

「
理
致

・
機
關

3
向
上
」

の
分
類
が
用
び
ら
れ
し
事
實
を
見

る
の
で
あ
る

が
、
後
世
白
隠
暉
師
は
そ
の
深
き
禮
験

に
基
き
、
こ
の
序
次
的
分
類
を
更

に
組
織
的
に
整
備
し
、
序
次
的
看
話
を
實

践

せ
ら

る
～
に
至

つ
た
こ
と
は
明
自
で
あ
る
。

・

、

ま

つ
r東
輻
寺

開

山
聖

一
國
師
(
西
、
噛
二
〇
二
i

一
二
八
.0

日
、
一
八
六
二
ー

一
九
四
〇
)
の
語

録
中

に

「
理
致

・
機
關

・
向

上
」

の
三
種

の
序

次
が

現
れ
て
ゐ
る
。

「
自
ら
眼
を
著
け
去

つ
て
直
に
佛
組

の
理
致
機
關
を
超
ゆ

べ
し
、
、所
謂
佛

の
理
致
を
超
え
、
荊
棘
林

を
過
得
し
、
組

20



む

の
機

關
を

超

え
、
銀

出
鐵

壁
を

透

得
し

て
始

め
て
向

上

の
分

あ

る
こ
と
を
知

り

て
、
坐

を
得

て
衣

を

披

し
、

人

の
た

め

に
粘

を
解

き
縛

を

去
ら
ん

。L

(
法

語
、

示
如

上
座

)

,

＼

ノ

　

つ
蓋
し
塞
劫
以
前
威
音

那
絆
は
師
無
う
し

て
自
か
ら
登
す
。
此
等
の
方
便
な
し
、
達
磨
の
示
す
所
の
潜
付
密
謎
と
は

是
な
り
。
塞
劫
以
後
は
、
.悟
あ
り
迷
あ
り
、
問
あ
り
答
あ
り
、
師
あ
り
資
あ
り
、
此
是
れ
接
手
方
便
な
り
。
佛
租
出

興
し
て
理
致
あ
り
機
關
あ
り
、
向
上
あ
り
向
下
あ
り
云
々
。L

(
法
語
、
示
灘
人
)

と
あ
b
、
そ
の
傳
記
中
に
は

,

.

/

「
師
嘗

て
室
中
、
理
致
機
關
向
上
分
三
種
を
墨
し
て
學
者
を
接
得
す
。
」

「
傳

、
將

に
退
か
ん
と
す
、
師
之
を
留
め
て
、
理
致
機
關
向
上
の
三
種
を
示
す
。」
(
弘
安
三
年

十
月
十
六
日
の
夜
、

入
宋
よ
ゆ
蹄
り
て
後
、
越
後

の
花
報
寺

に
住

せ
し
、
無
傳
聖
麗

の
凍
訪

の
時
。
師
翌
十
七
日
遷
化
す
。
)
.

等
の
語
句
を
登
見
す
る
。

帥
ち
聖

一
國
師
は
自
陰
灘
師

の
如
く
、
意
識
的
且

つ
實
践
的
形
跡
は
稀
薄
な
る
も
、
そ
の
灘
風

に

「
頓
悟
漸
修
」

と
も
見
ら
る
ぺ
き
傾
向
の
あ
り
し
事
が
窺
知

せ
ら
れ
、
そ

の
師
無
準
師
範

(
佛
鑑
圓
照
輝
師
)
に
呈

せ
ら
れ
し
書
中

「
爾
せ
し
よ
り
以
來
時
々
に
自
警
す
、
本
來
圓
成
す
と
日
ふ
と
錐
も
亦
須
く
漸
く
塵
縁
を
籔
ち
、
漸
べ
習
氣
を
除

き

'無
作
の
作
、
無
功
の
功

に
至
る
べ
し
、
讐

へ
ば
大
海
の
轄

入
れ
ば
韓
深
き
が
如
し
。
」

(
七
涙

の
眞
源
、
五
〇
頁
)

白
隠
系
麿
話
の
デ
讐
見

(
二
一
)

・

ワ

21



、
"

自

隠

系

看

話

の

一
管

見

.

(
一ご

一
)

だ

の
如

き
語

を
見

る
こ
と
は

、
明

か

に
之
を

謹
す

る

に
足

る
も

の

で
あ

る
。

・

、

然

ら
ば

、

以

上
三
種

の
分
類

と
は

如

何
な

る
内

容
を

云

ふ

鳶

之

に
封

し
巳

に
大
矯

師

(西
、
=
ニ
ニ
五
i

コ
ニ
〇
八

日
、
一
八
九
五
ー

一
九
山ハ
八
)

は
衣

の
如
く
そ

の
法
語

に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

-

}

「
こ
の
宗

に
三
重

の
義
あ
り
、
謂
ゆ

る

「
理
致

・
機
關

・
向
上
」
是
な
り
。
初

の
理
致
と
云
ふ
は
、
諸
佛

の
所
説
、

並
に
祀
師

の
所
示

の
心
性
等
の
理
語
な
り
。
衣
に
機
關
と
云

ふ
は
、
諸
佛
租
師

の
翼
の
慈
懸
を
垂
れ
て
、
謂
ゆ

る
鼻

を
柾
り
目
を
瞬
う
が
し
て
乃
ち
云
ふ
、
泥
牛
塞

に
飛
び
、
石
馬
水

に
入
る
等
是
な
り
。
後
の
向
上
と
云
ふ
は
、
佛
租

の
直
読
諸
法
の
實
相
等
、
謂
ゆ
る
天
は
是
れ
天
、
地
は
是
れ
地
、
山
は
是
れ
山
、
水
ば
是
れ
水
、
眼
は
横
鼻
喰
直
等

是
れ
な
り
。L
と
。
叉
、
夢
窓
國
師

(晒

慕

監

11

養

凄

は
、
る
の

「
夢
中
問
答
」
に
於
茨

の
㌍

誓

示
さ

れ
て
ゐ
る
。

'

の

、

＼

「
問

ふ
。
理
致

・
機
關
と
申
こ
と
は
い
か
な

る
義
そ
や
。
答

ふ
。
若

し
本
分
を
論
ぜ
ば
、
理
致
と
名
づ
け
機
關
と
名

つ

く
べ
き
法
門
な
し
。
然

れ
共
方
便
の
門
を
開

い
て
宗
旨
を
墨
揚
す
る
時

「
義

理
を
以

て
學
者
を
激
働
す

る
法
門
を
ば

瑛
黎
と
名
つ
く
」

或
は
う
棒
喝
を
行
じ
義
理

に
亘
ら
ざ
る
話
頭
を
示
す
を
ば
機
關
と
名
づ
け
た
り
。L
い
つ
れ
も
皆
小

玉
と
呼
べ
る
手
段
な
り
。
古
人
曰
く
、
/馬
租
百
丈
以
前
は
多
く
は
理
致
を
談
じ
、
少
し
き
は
機
關
を
示
す
。
馬
祀
百

丈
よ
衝
こ
の
か
た
多

く
は
機
關
を
黒
ひ
少
し
き
理
致
を
示
す
。
是
れ
帥
ち
風
を
見
て
帆
を
使

ふ
手
段
な
り
、
と

云
亙

跨

鱒



今
時

の
學
者
の
中
に
理
致
を
貴
ぶ
者
は
機
關
を
き
ら
ひ
、
機
關
を
愛
す
る
者
は
理
致
を
き
あ

ふ
。
皆

こ
れ
頑
師

の

手
段
を
知
ら
ざ
る
人
也
。
蓋
し
是
れ
機
關
の
法
門
勝
れ
た
り
と
云
は
ゴ
価
馬
租
百
丈
以
前
の
組
師
は
眼
な
し
と
せ
ん

や
。
若
し
理
致
の
法
門
勝
れ
た
り
と
云
は

冒
臨
濟
徳
由
は
宗
旨
を
知
ら
す
と

せ
ん
や
:
二
:
…
そ
の
手
段
の
鍵

れ
る
に

つ
い
て
解
會
を
生
ぜ
ば
、
組
意
を
く
ら
ま
せ
る
入
也

べ
し
。
解
脱
自
在
を
得
た
る
入
は
、
金
を
握
り
て
土
と
な
し
、

土
を
握
り
て
金
と
な
す
酬
此

の
人

の
手
中
に
入
れ
る
も

の
を
、
こ
れ
は
金
な
む
是
は
土
な
う
、
と
定

め
ん
や
。
法
門

も
亦
か
く
の
如
し
、
明
眼
の
入
の
示
す
法
門
を
、
こ
れ
は
理
致
な
り
こ
れ
は
機
關
な
与
と
云
ひ
定
め
ば
當
る
ぺ
か
ら

一

す
。L
と
。

.

實

に
理
致

・
機
關

に
就
て
a
み
な
ら
渉

、
宗
旨
そ
の
も
の
と
の
關
係
を
も
読
き
鑑
さ
れ
で
ゐ
る
威
が
あ
る
。

朝
比
奈
宗
源
師
は

「
要
す

る
に
こ
の
分
類
は
公
案

の
質
的
分
類

で
あ

る
」
(
藤
、
第

三
倦
、
灘

の
公
案
、
五

一
頁
)

と
述
ち
れ
て
ゐ
る
が
、
夢
窓
國
師
の
語
の
如
く
、

「
若
し
本
分
を
論
ぜ
ば
理
致
と
名
づ
け
、
機
關
と
名
つ
く
べ
き
法
門
な
し
。
…
…
い
つ
れ
も
小
玉
と
呼
べ
る
手
段
な

り
。
」
で
あ

つ
て
、
質
的
分
類
で
な
く
、
寧
ろ
量
的
分
類
で
な
げ
れ
絃
な
ら

ぬ
。
同

一
本
分
上
に
於
け
る
受
用

の
相
違

に
過
ぎ

ぬ
も
の
で
な
け
れ
ぜ
な
ら
ぬ
。

`

ダ

.

,

欝
陰
暉

に
見
る
公
案
の
序

次
的
分
類
は
、
大
醗
以
上
の
如
き
分
類

に
準
擦

し
、
、精

こ
れ
を
整
備
し

て
試
み
ら
れ
た

白
隠
系
看
話

の

一
笹
一見

二
三
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、

白
隠
系
看
話
の
鳳
管
見

、

、

、

(二
四
)

る

こ
と
を

窺

ひ
得

る
。
即

ち

「
法
身

・
機

關

・
言
詮

・
難
透

・
五
位

・
十
重
禁
戒

・
未

後

の
窄
關

(
向

上

の
、
一
着

)
」

等
の
序
典
で
あ
る
。

卿

"

以

上
は
い
つ
れ
も
駈
謂

「
悟
後

の
修
行
」
と
し
て
見
性
の
力
量
を
確
實

に
し
き
法
塵
法
見
を
挽
拭
し
'、
無

功
の
用

慮
を
完
成
す

る
方
便
た
る
べ
き
序
次
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
中

「
五
位

・
十
重
禁
戒
」
及
び

「
未
後

の
窄
關
」
は
前

四
段

の
序
衣
と
鞘
異
る
目
的
を
以
て
方
便
せ
ら
る

～
公
案
な

る
が
故
に
、
古
き

「
理
致

・
機
關

・
向
上
」

の
三
序
次

を

「
法
身

。
機
關

・
言
詮

・
難
透
」

の
四
箇

に
開
き
、
そ

の
遣
眼
完
成
を
着
實

に
し
、
更

に

「
五
位

つ
十
重
禁
戒
」

に
よ

つ
て
こ
れ
を
知
的
膿
系
的
に
反
省

せ
し
め
、
遽

に

「
未
後
の
窄
關
」

に
よ

つ
て
、
無

功
の
用
庭
を
入
格
的
に
成

就
し
、
以
て

「
悟
後
の
修
」
を
愼
重
精
密
に
し

て
ゐ
る
と
去

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

こ
の
黙
に
於
て
白
隠
輝

の
組
織
的

看
話
は
、
實

に
完
壁
と
云
ふ
べ
き

で
あ

る
。

摯

、

,

ノ

今
假
b
に
こ
の
組
織

的
看
話
の
序
次
的
關
系
を
圖

に
よ

つ
て
示
せ
ば

,

,

ー
法

ノ身

天
下
の
至
理
(
悟
)
;

口1難 言機

透 詮 關

(ボ
搬
〉

/
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の
如
き
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

羅
然
と
し
て
打
磯
し
、
虚
塞
清
嶺
し
鐵
山
擢
く
る
と
き
、
夫

下
の
至
理
を
自
己
に
現
成
す
る
の
が

「
見
性
」

で
あ

る
。
こ
の
見
性
が
そ
の
儘

「
未
後
の
窄
關
」
の
打
破

で
あ
り

「
四
智
薗

浦
、
佛
蒲
…穏
密
純
翼
之
田
地
、
柄
偲
家
十

二

時
中
坐
臥
経
行
す
る
底
σ
削
棘
叢
」

で
あ

る
の
が
、
頓
悟
暉

の
内
面
的
構
造

で
あ

り
、
六
祀
灘

の
原
理
的
傳
統

で
あ

る
。

-
ー

、

勘

鼠
隠
暉
は
か
、
る
、「
悟
」

上
起
自
己
猫
自
の
組
織
的
序
衣
を
方
便
し
、
そ
の
用
慮
を
自
由
に
し
そ
の
道
眼

の
完
成

を
容
易
な
ら
し
む
る
方
策
を
構
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
畢
覧

「
悟
」

の

一
義

に
於
て
、一
こ
れ
を
百
錬
千
鍛

す
る
手

＼

段

に
外
な
ら
な
い
序

次
で
あ
る
。

(
故

に
量
ハ乎
の
活
手
脚
あ
る
明
眼

の
師
は
、
.か

～
る
序
次
を
活
用
し

つ
、
、
然
為

之
を
超
ゆ
る
實
践
的
手
段
を
忘
れ
な

い
。
帥
ち

「
肇
手
」

の
境
地
が
、
そ
の
儘

「
南
泉
蓬
化

・
疎

山
壽
塔
」

の
境
地

た
る
活
用
と
立
場
を
忘
れ
な

か
。
)

、

、

.

"

從

つ
て
臼
陰
灘
の
看
話
は
、
難
透

に
至

つ
て
そ
の
理
を
鑑
し
、
事

々
無
疑
、
無

功
の
用
庭
を
極
む
る
が
故
に
、
暉

と
し

て
こ
れ
に
超
ゆ
る
境

地
は
あ
り
得
な

い
。

＼
「
五
位

●
十
重
禁
戒
」

が
、
公
案
と
㌧

て
特
殊
な
目
的
使
命
を
も
つ
と
愉

、

ま
つ
見
性
初
入
の
士
が

、
法
身
よ
り
難

透

に
至
る
肴

話
に
よ
り
、
眞

の
悟
境
を
明
了
し
得
た
の
で
あ

る
が

(
無
功
の
用
慮
を
人
格
的
に
完
了
七
、
佛
見
法
塵

白
緊

看

話
の

一
覧

.

'

、

三

五
)
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白
織
系
看
話
の
一
答
犠
見

'

▼

(
二
六
)

を
も
蕩
審
し
得
忙
の
で
あ

る
が
)
こ
の
悟
上
の
受
用
に
…封
し
、
統

一
あ

る
哲
學
的
思
想
的
膿
系
づ
け
を
以
て
知
的
反

省
を
實
践

せ
し
め
、

一
層
そ
の
心
地
と
境
涯
の
自
畳
を
確
實
な
ら
し
め
ん
と
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な

い
。

(
故

に
往

々
實
践
的
な
看
話
の
序
次
に
眩
惑
せ
ら
れ
、
五
位

・
十
重
禁
戒
が
難
透
以
上
の
境
地
を
も

つ
か
の
如
き
言
僻
を
弄
す

る
人
は
、
却

つ
て
臼
隠
灘
の
序
次
的
看
話
の
内
容
を
正
し
《
見
得
ぬ
人
と
云
ひ
得

る
。
置
ハ麗

の
境
は
質
的

に
難
透

の

境
を
以
て
蓋

せ
り
と
云
ふ
べ
く
、

五
位

・
十
重
禁
戒

は
之
に
知
的
反
省

の
錬
磨
を
實
蹉
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

從

つ
て
こ
れ
に
難
透
以
上
の
質
的
内
容
あ

り
と
す
る
は
全
く
の
誤
謬
で
あ

る
。
唯
看
話
と
し
て
の
目
的
が
知
的
錬
磨

に
あ

る
に
過
ぎ
す
、

「
質
的
序
次
の
修
」
と
見
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
。
)

・

唯
跡

一
使
命
に
於
け
る
五
位
と
十
重
禁
戒
と
の
相
蓮
は
、
五
位
が
五
つ
の
階
序

に
於

て
哲
學
附
離
系

に
終
始
す
る

に
野

し
、
十
重
禁
戒
は
ギ

十
箇

の
配
列
に
於
て
溢
徳
的
行
爲
的
性
格

に
絡
始
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

(
見
性

の
士
が

髄
現
し
得
だ

る
難
透

の
境
を
、
こ
れ
ら
に
よ

つ
て
哲
學

的
に
反
省
し
、
更

に
滋
徳
的

に
反
省
し
、
そ
の
悟
境
を
客
観

＼

化

し
得
る
力
量
を
備

ふ
る
が
故
に
、
事
的

に
入
格
を
完
壁
な
ら
し
む
る
。
帥
ち
灘
は
畢

覚
入
格

(
境
涯
)
を
離
れ
て

存
在
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
)

そ
こ

に
直

か
ら

「
末
後

の
牽
醐
」
が
要
求

さ
れ
て
楽
る
。
こ
の

「
未
後
の
窄
關
」
は
全
く
蛇
足
に
似

た
る
師
家

の

婆

心
よ
り
す
る
方
便

で
あ

る
が
、

畢
覧
人
格
を
離
れ

て
何
物
も
な
い
暉
は
、

一
切
を

「
自
己
に
蕩

々
地
な
ら
し
む
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る
L
と

こ
ろ

に
》
痴
聖
の
三
昧
を
遊
戯
す

る
翼

の
境
涯
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。

(
然
し
、
灘

に
初
後

,
の
あ

る
道
躍
は
な

い
。
未
後
を
質
的
最
上
と
見
る
人

は
自
隠
輝

の
看
話

の
實
践
的
妙
腱
を
解

せ
ぬ
人

で
あ
る
。
)
ザ
切

づ

を

「
没
縦
跡
の
人
格
」

に
購
す

る
と
こ
ろ

に
、

「
悟
了
は
未
悟

に
問
じ
く
、
修
は
謹
と
不
二
」
な

る
境
地
が
圓
成
す

る
。

「
末
後

の
虎牛
欄
」

の
看
話
的
役
割
は
必
す
し
も
無
駄

で
は
な
い
。

(
然
し
、
そ
れ
は
境
地
と
し
て
難
透
を
超
ゆ

る
も

の
た
る
筈
は
な

い
。
強

い
て
謂

へ
ば
、
無
自
己
の
人
格
の
行
爲
的
樹
畳

(
誓
願
の
人
格
)
を
確
實

に
す

る
看
話

で
あ

る
`

,

、
、

ズ

.

、
、

噛

～

～

【
眠

】

一法

身
o

丈

字

の
意

味

は

、

法

の
身

髄

の

こ
.と

o

、

♂

理

致

に
同

じ

。

悟

り

の
端

的

、

理

三
昧

、

年

等
、

本

來

底

、

佛

性

、

本

盤

、

等

に
當

る
。

'

機

關

。

交
字

の
意

味

は
、

梗

琳
關

鎖

で
あ

る
。

の

げ

悟

り
の
上

の
は
た
ら
き

で
あ
る
。

理
の
宇
宙
萬
象
、
理
上

の
妙

用
、
単
等
上

の
差
別
。

言
詮
。
文
字

の
意
味

は
、
悟

の
言
語
的
表
詮

の
意
。

、

前

の
機
關

と
同
じ
く
悟

り

の
上

の
は
た
ら
き
o

欝

は
行
動
を
忠

と
し
、
言
詮
は
言
句
を
忠

と
す
る
。
從
っ
て
大
醤

師
の
序
猪

よ
れ
ば

/

白
繋

看
話
2

覧

・

三

池
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白

隠
…系

看

話

の

一
価冒
見

,

'

(
二

八
)

理
上
の
欝

・
鶴

く
翻

口

爺
舗

V
理
至

髄
。

'

難

透

O
丈

字

の
意

味

は

、
容

易

に
邊

過

し
難

い
境

地

の
意

O

'

理

事

双
混

の
培
洲。
佛

胆
直

猷説
の
帷貝
相

o

、

佛

見

法

見

な

き

無
功

の
妙

用

。

・

大
慮

國

師

の
向

上

に
嘗

る
境

地

O

、

・

五

二

.

融

!

灘
は
人
格
を
離
れ
て
存
在
し
な
い
、ど
云
ふ
こ
と
は
、
灘
は
學
問
と
異
り
第

一
義
的
に
は

「
境
涯
」
以
外
何
も
の
も

な

い
と
云

ふ
ご
ど
に
外

な
ら
な
い
。
從

つ
て
古
人
が

「
傳
と
は
契
な
り
」
と
註

せ
る
如
く
、「
以
心
傳

心

・
的

々
相
承
」

乏

云
ふ
も
、

「
肯
心
自
許
底
」

の
外

に

「
相
傳
」
成
立
の
立
揚
は
あ
り
得
な
い
。
濾
が
元
來
貴
族
的
天
才
的
性
格

た

る
ぺ
き
理
由
は
そ
二
に
あ
る
。

.

・

,

然
し
、
事
上
に
關
す
る
限
り

「
人
」
は
し叉
自
か
ら
歴
史
的
存
在

で
あ

る
。
故

に
灘
が
そ
の
本
質

に
於
て
貴
族
的
性

格
を
持

つ
に
も
か

、
は
ら
す
、
組
師
の
婆
心
よ
り
す
る
後
昆

へ
の
努
力
は
、
自
か
ら
そ
こ
に
文
化
吏
的
纏
路
を
展
開

せ
し
む
る
こ
と
も
亦
必
然
の
蓮
命
で
あ

る
。
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こ
の
必
然

の
更
的
経
路
に
随

つ
て
,
特
に
臨
濟
藤

は
そ
の
修
的
形
態

の
上
に
、
創
造
的
輝
風
よ
り
、
圭
動
性
看
話

へ
、
他
動
性
看
話

へ
、
更
に
組
織
的
他
動
性
看
話

へ
と
、
傳
統
的
生
命
た
る

「
悟
」

の
復
古
を
繰
返

し
つ
～
所
謂
辮

謹
法
的
に
更
的
展
開
を
逡
げ

て
來
た
と
云

へ
る
。
、

.

ノ

然
し
か

～
る
修

上
の
組
織
的
整
備

は
、

一
面
麗

の
民
衆
化

一
般
化
に
役
立

つ
と
共
に

一
面
生
命

の
固
定
化
形
式
化

を
來
し
易
く
、
自
然
そ
の
創
造
力

の
微
弱
化
を
件
ひ
易

い
憾
み
が
あ

つ
た
。
形
式
は
生
命
の
表
現

で
あ
る
と
共

に
屡

々
生
命
を
枯
潟
せ
し
む
る
桓
桔
だ
か
ら
で
あ

る
。
、

白
隠
麗

の
組
織
的
看
話
は
、
そ
の
整
備
そ
の
組
織

に
於
て
、
明
白

に

「
悟
」
を
復
古
す
る
に
足
る
民
衆
的
文
化
的

債
値
と
使
命
と
を
誇

る
に
足
る
も
の
な

る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
然
し
そ
れ
は
も
自
陰
麗
師

の
人
格
と
燈
験
L
を

生
命
と
す
る
時
の
み
で
あ

つ
て
、
そ
こ
に
.一
歩
歴
史
的
蓮
命
を
踏
み
出
す
時
、
自
か
ら
形
骸
化

へ
の

一
歩

で
あ

お
こ

と
は
、
蓋
し
止
む
を
得
な

い
経
過
で
あ
ら
う
ゆ
看
話
輝
の
短
所
は
そ
こ
に
擁
頭

の
立
場
を
ひ
そ
め
て
ゐ
る
。

臼
隠
藤
師
を
去
る
こ
と
約
二
百
年
、
今
日
看
話
暉

の
相
似
化
を
憂
ふ
る
聲
は
漸
く
高
く
、
傳

燈
者
と
稻
す
る
人

々

の
膿
「験
を
批
勃
す
る
聲
は
漸
く
鏡

い
傾
向
に
あ

る
こ
と

は
、
再
び
自
隠
灘
的
看
話

の
革
命
的
轄
換
の
必
須
を
示
唆
す

る
歴
史
的
要
請
と
見

る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。

。

然

し
、
看
話
灘
の
革
命
は
、
軍
な
ゐ
形
式
轄
換
で
あ
る
べ
き
筈
は
な

い
。
そ
の
生
命
的
根
撮

た
る

、

「
肯
心
自
許

白
階
…系
看
話
の
一
管
【見

・

ハ
ニ
九
)
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白
隠
悶系
看
「話
の
剛
鱈尉見

鼻

(
三
〇
)

底

」

の
復

古

に
あ

る

こ
と

は
自

か
ら
明
白

で
あ

る
。

而
も
薪

し
き

形
式

は
自

か
ら

そ

こ

に
創

造

さ

れ

る

で
あ

ら
う

。

臼
隠

灘

的
看

話

の
正
し

き
批
到

は
、
㌔當

然

こ
の
問
題

に
繋

が

与
ね

ば
な

ら
な

い
と
考

へ
て

ゐ
る

。

/

'

、

、

℃
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